
開府500年で盛り上がる

様々な甲府の魅力

  御岳昇仙峡は甲府市の北部に位置する渓谷です。 国の特別名勝にも指定さ
れており、「日本一の渓谷美」といわれています。長い歳月をかけて削り取
られた花崗岩の断崖や奇岩・奇石と清澄で豊富な水の流れをみることができ、
渓谷沿いに整備された遊歩道では、四季折々変化に富んだ渓谷美を間近で楽
しめます。

雄大な自然がつくる日本一の渓谷美「昇仙峡」

湯村

信玄ミュージアムが

　江戸時代に上質な水晶が採掘された山梨県。その恵まれた資源は「宝飾」
という産業を生み、今日まで長く発展してきました。時代とともに水晶を研
磨する加工技術も進歩し、現在では水晶のみならず宝石の研磨加工やジュエ
リーの流通を請け負う企業などが増え、甲府市は「宝石の街」と言われるほ
ど、ジュエリーの出荷量を誇る街とています。甲府駅近くには、「山梨ジュ
エリーミュージアム」があり、館内では、産業が発展してきた歴史の解説を
はじめ、ジュエリーの実物や製造する道具なども展示。職人が指導するジュ
エリー制作体験もあるため、家族で楽しめる場所となっています。

宝石の街こうふ

覚円峰
（かくえんぼう）

甲府の気候風土を感じながら育まれた甲州種

（ぶどう）と、武田家居館の躑躅ヶ崎館にて採

取された酵母を使用し、創業から100 年を迎え

たサドヤで丹寧に醸造。たくさんの人との繋

がりの中で、開府500年を祝うにふさわしい、

上質なスパークリングワインが完成しました。

  信虎公・信玄公・勝頼公の武田氏三代が過ごしたゆかりの地で、史跡武田氏館跡の歴史やこれまでの
発掘調査の成果などを紹介する「甲府市武田氏館跡(やかたあと)歴史館」（愛称:信玄ミュージアム）が
史跡武田氏館跡(武田神社)南側にオープンしました。エリア内には、ガイダンスやミュージアム機能を
備えた展示室のほか、歴史講座やワークショップに活用できる学習室も併設しています。地域の文化に
新しい魅力が加わりました。

(1)開館時間:午前9時～午後5時
(2)休館日:火曜日(祝日の場合はその翌日)・12月29日～12月31日　その他、臨時開館・休館があります。
(3)観覧料(特別展示室):一般300円(20人以上の団体は240円)・高校生以下は無料

日本ワイン発祥の地「甲府」

【お問い合わせ】
 信玄ミュージアム(甲府市武田氏館跡歴史館)
 電　話：055-269-5030
 所在地: 〒400-0015 山梨県甲府市大手3-1-14

 　1870年（明治3年）に山梨県甲府市で、山田宥教（やまだ ゆうきょう）と
詫間憲久（たくまのりひさ）が「葡萄酒共同醸造場」を設立。甲州種な
どを使用した、日本初の国産ワインを製造しました。以降、山梨のワイ
ナリーは増加し、現在約90のワイナリーが山梨県にあり、甲府市内は4社
のワイナリーがあります。甲府駅周辺の飲食店では、ワインの取り扱い
も多く、ワインの魅力を存分に楽しめる街。それが甲府です。

甲府市内にある
ワイナリー４社

左上/SADOYA
左下/信玄ワイン
右上/シャトー酒折
右下/ドメーヌ・Q

　西暦808年、弘法大師が東北巡航の帰りにこの地に立寄り開湯し
たといわれる歴史ある温泉郷。戦国時代には武田信玄が負傷した兵
を治療したと伝えられ、信玄の隠し湯としても知られる。また、井
伏鱒二、太宰治などの文豪にこよなく愛された湯でもありました。
現在8軒の旅館・ホテルで立寄り湯を実施しています。

【お問い合わせ】昇仙峡観光協会　電　話：055-287-2158 【お問い合わせ】湯村温泉旅館協同組合  電　話：055-252-2261

開湯1200年 歴史ある「湯村温泉郷」

【お問い合わせ】山梨ジュエリーミュージアム
 電　話：055-223-1570　休館日：火曜日（祝日の場合はその翌日）
 所在地:〒400-0031 甲府市丸の内1-6-1 山梨県防災新館1階やまなしプラザ内

最先端のVR動画で甲府の歴史を感じる

こうふ開府500年記念 360°VR動画スペシャルサイト「Experience SHINGEN」

迫力の360°VRで
武田信玄公が目の前に。
二人の少女とともに、
いざ戦国の世界へ。

URL:https://www.city.kofu.yamanashi.jp/shingen_vr/index.html

地元高校の弓道部に所属する、
みちると千代。試合が近いのに
最近イマイチ結果が出せずに落
ち込んでいる千代。そんな様子
を見かねたみちるは、千代を連
れて武田神社に勝利祈願に. . .。
果たしてそこで見たものは. . .。

https://www.city.kofu.yamanashi.jp/sesaku/koedokofuvr.html
江戸時代の甲府城下の姿を体験できる「小江戸甲府VR」

「宝石の街」でとっておきを見つける
●電車
・東京方面
　JR中央本線新宿駅から特急で約1時間30分

・長野方面
　JR中央本線松本駅から特急で約1時間15分

・静岡方面
　JR身延線富士駅から特急で約1時間40分（静岡駅からは約2時間10分）

●高速バス
・東京方面　　　　　　　　　・名古屋方面             ・静岡方面
　バスタ新宿から約2時間10分 　 名古屋駅から約4時間3分   　 静岡駅から約3時間

●車
　自家用車の方は、中央自動車道・甲府南I.C.または甲府昭和I.C.で降りてください。

新型E353系「あずさ」「かいじ」の導入により、

以前より揺れが少なく、座席と周辺の機能も

大きく向上。ゆったり楽しみながら、快適な

甲府の旅を演出してくれます。

　新宿―甲府は特急を使って約９０分、車でも高
速を使って約２時間で着いてしまう好立地。東京
・長野・静岡へのアクセスが良く、山梨県の中心
地に位置しており、山梨県内どこへでも１時間程
度でいける立地。さらにリニア中央新幹線が開通
すれば、甲府から東京まで２５分と、より快適な
環境になります。四季折々豊かな表情に魅せられ
る甲府の自然と、５００年の歴史を感じる、甲府
の文化に触れてみてはいかがでしょうか。

甲州街道や富士川舟運の中継地として交通の
要衝であった甲府は、「小江戸甲府」とも異
称され、町人文化が花開いた城下町でありま
した。商業も盛んな、いわゆる旦那衆の目の
肥えた街で、江戸時代の歌舞伎は甲府で顔見
世興行を行い、その評判により江戸役者の給
金の決め場となったほか、俳諧、生花、歌舞
音曲、囲碁、将棋などの遊芸も盛んで、文化
の香り高いまち甲府の礎になっています。

薫る歴史文化が魅力

open!!

 都心から９０分！！どこからでも好アクセス

※詳細は最終ページを参照下さい。

「あらすじ」


